
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

＜2022 年 共通テスト平均点最終結果と講評＞         文責：クラズユニック情報部 高縁 博 

    ――国語・数学・外国語（英語）について――  

教科 科目 

2022 年最終集計結果 
2021 年度 

共通テスト 

平均点           

（最終集計） 最終集計         昨年比 

国語 国語 110.26 -7.25 117.51 

数学 
数学 I・A 37.96 -19.72 57.68 

数学 II・B 43.06 －16.87 59.93 

外国語 

英語       

（リーディング） 
61.80 ＋3.00 58.80 

英語                

（リスニング） 
59.45 ＋3.29 56.16 

 

麻生校・円山校 
 

国語 

・複数の文章や資料を関連付ける

力が求められ難化したようです。 

 

・生徒が作成したメモを用いて二

つの文章の比較と統合を求める

出題（第 1問）や同じ場面を描い

た別ジャンルのテキストを比較

させる出題（第 3問）等が出まし

た。 

 

・平均点は昨年比で 7ポイント以

上の低下でした。 

 

 
今年の積雪は大変な状況で、辺りはまだ雪景色です。それでも日差しは既に春めいて、季節の変わ

り目、学年の節目の時期となって参りました。 

当校でも学校の進級より 1 歩早く「新学年」としてスタートさせて、日々の学習に弾みをつけてい

ます。特に中高一貫校生は学内でも内容的には 1 学年早く進めているはずです。学校でも当校におい

ても、通常学習の中でこの先取内容に遅れることなくしっかり勉強していきましょう。 

今回は去る 1 月 15 日（土）・16 日（日）に行われた「大学入学共通テスト」を同日体験模試とい

うことで高 2 生に限らずそれ以下の学年も体験し受験した生徒が麻生校、円山校（札幌駅前校）を合

わせて 40名程いました。皆さんにとっても将来的に受験するテストになるはずです。 

一体どんなレベル（全国受験生の平均点）なのだろう、特に英語、国語、数学は今学習しているこ

ともすべてが関わります。 

何ごとも同じですが相手を早めに知って立ち向かうことは今後学習していく上でもとても有利なは

ずです。 

 今回はこの「大学入学共通テスト」について特に国語・数学・外国語（英語）について各教科の

集計結果最終データと講評を掲載致しました。是非今から参考にして下さい。 

 

  

  

             

                                                    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

春期は年度の終了と新学年への進級という、学校生活としては大きな変化の間にあります。しかし

期間としては 10 日間というまとまったお休みとなりますので、普段ではできないところを集中して補

うことのできる大切な学習時間です。                             

「春休み」期間は意外に短く、忙しい期間となります。前述の通り、現学年までの復習は当然意識

して行わなければなりませんが、次学年に向けての準備期間でもあります。できるだけ先取をして学

校の授業が開始された段階で余裕をもって取り組めるようにすることが大切です。 

又特に定期テストについては、予め示された範囲の中でどの教科も万べんなく学習し準備できると

いうことは将来的な「模試」や「受験」に向かう際の「計画的学習」を身に付けるという意味でもよ

い機会です。是非実践して下さい。 

   

 

日時：4月 2日（土）北海道学力コンクール実施予定※  

※北海道学力コンクール実施の詳細は３月号に掲載致します。 

 

＜2022 年２月・３月の予定＞は右の「ＱＲコード」からＨＰ上でご覧下さい。 

緊急時連絡はラインでお知らせ致します。 

    

麻生校：001-0037 札幌市北区北 37 条西 3 丁目 3-15📞011-716-7162 

円山校：064-9820 札幌市中央区大通西 23 丁目 1-1 📞011-613-7755   

春休み期間の学習について ■ 

北海道学力コンクールの案内 ■ 

 

数学Ｉ・Ａ 

・昨年よりも必要となる計算量が増え、多くの処

理が求められる内容になりかなり難化しまし

た。 

・時間内に完答するには処理力と数学的な思考力

が高いレベルで要求される問題でした。特に、

確率や整数の性質などのテーマから出題され

た第３問以降はまるで２次試験のような印象

でした。 

・平均点も大幅に低下（－20 点弱）して 30 点台

になりました。 

 

数学Ⅱ・Ｂ 

・昨年比較的平均点は高かったものの、全体的に

幅広い知識の活用が求められ、難化した昨年同

様、数学的な問題解決の過程を重視する出題が

多かったようです。  

・文章量・計算量ともに増加し問題文が長くな 

＜右上に続く＞ 

 

＜数学Ⅱ・Bの続き＞ 

り、制限時間内にすべて解くのはかなり厳し

かったようです。こちらも平均点を大きく低

下(ー17 点程度）しましたが、昨年に引き続き

数ⅠAよりは高めでした。 

 

英語リーディング 

・昨年同様、日常的な文章や説明文など様々な題

材が扱われ、多面的に情報を処理することが求

められました。難易度は昨年並みで読解量も若

干増えたようでしたが、傾向対策が進んだせい

か平均点は若干プラスになりました。 

 

 英語リスニング  

・全体の構成や読み上げ方式は昨年とほぼ同様。

専門的な内容や複数人の発言内容の整理が必

要な問題など1回で聞き取って解答するにはや

や難しい問題も含まれていましたが、こちらも

平均点は若干アップ。 

 


